










要約 

サーファクタント(S)補充後経時的に心エコーをとり得た 14 例の RDS を仮死群

(N=4,GA:28.3±2.2W,BW:1258±340G)と非仮死群(N=10,GA:29.7 士 2.1W,BW:1452±304G)に

分け循環動態の変化を検討した。S投与後両群ともa/AP02 は改善し,MAP,Fi02 を下げるこ

とが可能であったが仮死群において a/AP02 が低い傾向を認めた。心機能に関しては,生後

36～48 時間に LSTIの低下,LA/Ao の増大を認めPDAを介する左右短絡の影響と考えられた

が,肺機能への影響は軽度と考えられた。生後 12～24 時間に,LSTI が上昇し,LA/Ao,LVSF

の低下する傾向が認められたが,これは肺循環の変化に対する Circulatorymaladaptation

によるものと推察された。今回仮死群,非仮死群間ではほとんど有意差が認められなかった

が,今後症例数を増やしてさらに検討を加えたい。 


